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ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
に
位
置
し
、
南
北
に
コ
ス
タ
リ
カ
と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
土

は
日
本
の
三
分
の
一
に
当
た
り
北
海
道
と
九
州
を
合
わ
せ
た
ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
人
口
は
五
一
四
万

人
、
一
人
当
た
り
所
得
は
年
約
九
六
〇
ド
ル
（
一
日
三
ド
ル
以
下
で
暮
ら
す
）
で
、
中
南
米
で
は
ハ
イ
チ
に
次

い
で
貧
し
い
国
で
す
。
自
然
は
日
本
と
似
て
い
て
火
山
国
で
あ
り
湖
も
あ
り
風
光
明
媚
で
す
が
、
地
震
や

ハ
リ
ケ
ー
ン
と
い
っ
た
自
然
災
害
も
多
い
国
で
す
。
一
九
七
二
年
に
は
首
都
マ
ナ
グ
ア
が
地
震
に
よ
り
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
八
年
に
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ミ
ッ
チ
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
は
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
革
命
に
よ
り
社
会
主
義
政
権
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
反
対
す
る
勢
力
（
コ
ン
ト
ラ
と
呼
ば
れ
る
）
と
内
戦
を
経
験
し
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
か
ら
民
主
的
政

権
が
で
き
二
〇
〇
七
年
一
月
ま
で
一
六
年
三
代
に
わ
た
り
自
由
・
民
主
主
義
的
大
統
領
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
を

治
め
ま
し
た
が
、
一
月
以
降
ま
た
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
が
政
権
に
返
り
咲
い
て
い
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
援
助
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ミ
ッ
チ
以
降
急
激
に
増
え
ま
し
た
。
親
日
的
国
民
、
日
本
を
国

際
場
裡
で
常
に
支
持
し
て
く
れ
る
国
と
し
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
今
ま
で
日
本
と
は
緊
密
な
関
係
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
日
本
は
主
要
援
助
国
と
し
て
同
国
の
発
展
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、「
草
の
根
・
人
間

の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」
は
こ
こ
に
記
し
た
よ
う
に
非
常
に
役
に
立
ち
、
現
地
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
発
展
途
上
の
貧
困
国
に
は
、
こ
う
し
た
小
回
り
が
利
き
、
住
民
直
結
型
の
援
助
が
と
て
も
効
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　あとがき

果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
こ
う
し
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
駐
在
中
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
小
規
模
館
で
あ
る
在
ニ
カ
ラ
グ
ア
日
本
大

使
館
で
も
、
種
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
皆
全
力
で
仕
事
を
こ
な
し
て
お
り
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で

す
。
館
員
も
そ
う
で
す
が
、
草
の
根
班
の
皆
様
も
頑
張
っ
て
お
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
筆

者
の
在
職
中
に
ボ
ラ
ー
ニ
ョ
ス
大
統
領
、
カ
ル
デ
ラ
外
務
大
臣
等
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
の
人
々
に
は
、
種
々

の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
〇
〇
八
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
外
部
専
門
家
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
第
三
者
評
価
『
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
別
評
価

報
告
書
』（
外
務
省
）
に
よ
る
と
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
協
力
の
実
施
方
法
は
、

「
他
の
大
使
館
の
模
範
と
な
り
う
る
も
の
と
い
え
る
」
（
同
書
、
三
―
四
七
頁
）
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
草
の
根
援
助
が
世
の
中
に
ま

す
ま
す
認
知
さ
れ
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
掲
載
し
た
写
真
の
一
部
は
、
在
ニ
カ
ラ
グ
ア
日
本
大
使
館
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
の
写
真
は
筆
者
の
カ
メ
ラ
で
す
べ
て
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
手
振
れ
で
見
に
く
い
写
真
も
あ
り
ま

す
が
ご
容
赦
下
さ
い
。
ま
た
、
本
文
の
内
容
に
関
し
て
外
務
省
地
域
課
と
国
際
協
力
局
の
皆
様
に
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
く
に
中
米
課
増
田
智
恵
子
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
草
の
根
援
助
に
関
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し
て
は
、
日
本
大
使
館
・
草
の
根
班
キ
ャ
ッ
プ
の
小
西
洋
一
さ
ん
に
資
料
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
出
版
に
際
し
て
は
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
二
名
の
査
読
者
、
な
ら
び

に
研
究
支
援
部
の
新
田
淳
一
さ
ん
、
真
田
孝
之
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
に
筆
者
の
記
憶
違
い
や
事
実
誤
認
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら

は
す
べ
て
筆
者
の
責
任
で
す
。

　
現
在
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
政
権
が
成
立
し
て
今
ま
で
と
違
っ
た
環
境
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
聞
き
ま
す
。
経
済
発
展
の
た
め
に
は
内
外
の
投
資
が
不
可
欠
で
す
が
、
同
国
と
同
じ
緯
度
の
タ
イ
か
ら

み
る
と
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
つ
つ
。

（
バ
ン
コ
ク
に
て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

166 　


